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東
小
学
校
は
、
学
校
統
合
に

よ
っ
て
昭
和
三
十
三
年
四
月
一

日
新
設
さ
れ
た
こ
と
は
既
に
御

承
知
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

同
校
舎
の
建
設
は
、
年
次
計

画
に
よ
る
国
庫
補
助
の
継
続
事

業
と
し
て
実
施
し
、
矛
一
期
工

事
を
昭
和
三
十
二
年
度
に
九
一

八
平
方
米
（
二
七
四
坪
）
、
沙

二
期
工
事
を
昭
和
三
十
三
年
度

に
一
○
四
三
平
方
米
（
三
一
六
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完
成
近

東
小
学
校
矛
三
期
工
事

秋
山
小
学
校
改
築
工
事

坪
）
を
完
成
さ
せ
続
い
て
矛
三

期
工
事
を
昨
年
十
一
月
二
日
鈴

縫
工
業
Ｋ
Ｋ
の
手
に
よ
っ
て
着

工
し
三
月
二
十
日
を
完
成
予
定

と
し
て
目
下
工
事
中
で
あ
り
ま

す
。

こ
の
建
物
は
、
普
通
教
室
五

特
別
教
室
三
、
管
理
室
八
、
給

食
室
一
、
便
所
二
、
渡
廊
下
二

等
建
築
面
積
二
○
二
平
方
米

（
三
三
四
坪
）
で
建
築
文
化
の

い

東小学校才三期工事現場

粋
を
集
め
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
二
階
建
で
総
工
事
費
千
九
百

九
万
七
千
余
円
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
矛
三
期
工
事
を
も
っ
て

東
小
学
校
を
舎
の
全
体
計
画
も

完
成
い
た
し
ま
す
が
完
成
後
の

施
設
状
況
は
、
普
通
教
室
二
七

特
別
教
室
三
、
転
員
室
を
主
と

す
る
管
理
室
八
、
給
食
室
一
な

ど
総
延
面
種
三
、
○
五
○
平
方

米
（
九
二
四
坪
）
総
経
費
五
千

六
百
六
拾
参
万
九
千
円
で
こ
れ

ら
の
財
源
は
、
国
庫
補
助
金
弐

千
弐
百
四
拾
万
七
千
円
、
起
債

弐
千
六
百
五
拾
万
円
、
一
般
財

源
七
百
七
拾
参
万
弐
千
円
で
あ

り
ま
す
。
以
上
の
施
設
が
完
成

し
ま
す
と
圧
縮
に
よ
る
不
正
常

授
業
も
解
消
さ
れ
て
適
正
規
模

に
よ
る
優
れ
た
教
育
の
一
大
殿

堂
と
し
て
環
境
の
恵
ま
れ
た
駅

東
に
高
く
聾
え
る
こ
と
で
し
よ

》
『
ノ
ｏ

秋
山
小
学
校
は
、
大
正
十
年

秋
山
地
区
か
ら
現
在
の
島
名
に

移
転
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
が

そ
の
後
、
高
萩
、
向
洋
両
炭
砿

の
企
業
拡
張
及
び
自
然
増
等
に

よ
っ
て
漸
次
児
童
数
の
増
加
が

あ
り
、
大
正
十
四
年
、
昭
和
二

年
、
同
三
年
、
同
二
十
二
年
、

同
二
十
四
年
、
同
三
十
年
、
の

数
次
に
亘
り
校
舎
の
一
部
を
増

築
し
て
現
在
の
学
校
規
模
と
な

っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
大

正
十
四
年
に
増
築
し
た
建
物
は

建
設
以
来
三
十
有
余
年
の
経
過

と
地
盤
の
沈
下
、
そ
れ
に
加
え

て
県
道
に
面
し
て
い
る
開
係
か

ら
絶
え
ず
震
動
が
あ
り
そ
の
影

響
に
よ
っ
て
屋
根
瓦
が
蕗
下
し

雨
漏
等
か
ら
腐
朽
度
を
早
め
老

朽
校
舎
と
な
り
、
ま
た
昭
和
二

年
に
増
築
し
た
速
物
は
、
当
時

竹
内
炭
砿
で
使
川
し
た
古
材
を

用
い
て
改
築
し
た
も
の
で
既
に

耐
用
年
数
を
遙
か
経
過
し
た
旧

校
舎
で
あ
り
、
こ
れ
ら
一
棟
九

教
室
に
つ
い
て
県
か
ら
危
険
校

舎
に
認
定
さ
れ
、
こ
の
現
況
か

ら
改
築
は
焦
眉
の
急
を
要
す
る

の
で
危
険
校
舎
を
取
こ
わ
し
、

そ
の
跡
え
昭
和
三
十
四
年
度
の

危
険
校
舎
増
改
築
事
業
と
し
て

本
工
事
を
計
画
い
た
し
た
次
矛

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
工
事
は
、

昨
年
十
一
月
二
日
秋
山
工
務
店

の
手
に
よ
っ
て
着
工
し
、
来
る

三
月
二
十
日
の
完
成
予
定
を
目

前
に
控
え
作
業
場
の
槌
音
は
早

朝
よ
り
夜
半
ま
で
絶
え
間
な
く

周
囲
に
響
か
せ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
建
物
は
、
普
通
教
室
一

一
、
特
別
教
室
一
、
管
理
室
三

建
築
面
積
一
、
二
○
一
平
方
米

（
三
六
四
坪
）
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
二
階
建
で
内
外
部
共
に
近

代
建
築
の
最
高
を
誇
る
建
物
で

総
工
事
費
千
九
百
九
拾
六
万
余

円
で
こ
の
財
源
は
、
国
庫
補
助

金
参
百
四
拾
万
余
円
、
起
債
千

四
百
五
拾
万
円
、
一
般
財
源
弐

百
六
万
余
円
で
あ
り
ま
す
。

以
上
の
校
舎
完
成
後
は
圧
縮

に
よ
る
不
正
常
授
業
が
解
消
さ

れ
義
務
教
育
の
向
上
が
図
ら
れ

士
手
牛
‘
○

秋山小学校改築現場

－
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都
市
と
し
て
の
形
態
を
整
え
つ

つ
発
展
を
つ
づ
け
る
本
市
は
こ

れ
に
対
応
し
た
投
資
的
施
策
の

た
め
の
膨
大
な
需
要
を
か
か
え

て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
そ
れ
ら
の
仕
事
を
積
極

的
に
取
り
上
げ
て
行
く
た
め
に

は
何
と
い
っ
て
も
安
定
し
た
財

政
蕪
雅
に
立
つ
こ
と
が
絶
対
要

件
で
あ
る
こ
と
は
申
上
け
る
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

然
し
乍
ら
地
方
財
政
全
般
に
つ

い
て
ゑ
ま
す
と
国
に
お
け
る
救

済
措
置
に
よ
っ
て
も
い
ま
な
お

窮
迫
し
た
状
態
に
置
か
れ
て
お

予算額 決算額

75.180.937

割合’

属
〕
原

、
己
ｎ

7860QBgO|

so息劉｡｡｡｜
18.344"190

12748001

32445M54I|0,056.703.644

…交付:｜
(1)市

ｄ
守
引
ｆ
、

Ｅ
、
ｊ
砂
、
４
，
Ｊ
、
４
１
司
〆
足

針
、
ゲ
■
、
ｆ
、
ｊ
９
、
〃
‐
、
Ｊ
Ｇ
、
ｊ
ｊ
１
ひ
、
“
ザ
『
’
ず
、
４
５
、
“
Ｐ
、
Ｊ
１
Ｊ
ｑ
Ｊ
耐

４
１
．
１
９
ｆ
Ⅵ
４
，
．
．
可
’
１

詔
年
度
の

決
算
を
顧
み
て

29．102．00095

18-647.904101

1．316984103

3.274766 100

’

び
び
金
び
料
金
金
金
金
入

》
卵
》
担
僻
数
幟
鋼
附
越
収

公
財
分
負
使
手
国
県
寄
繰
雑

帥
⑲
副
ａ
ｎ
別
別
０

く
Ｉ
く
Ｉ
く
く
１
０

才

入

(8)寄附

(9)繰越

⑩雑収

金
金
入

昭
和
調 54.061 152

2．991296

1,214.780

2544”

7138376

25500.000

218682693

５
４
０
０
７
９
３

９
９
０
６
９
７
９

１

3.183.207

1．211．380

422625

7.346‘562

32.000000

232854.BOB

年
度

⑪市

才入合計

債

り
健
全
財
政
を
維
持
す
る
と
い

う
こ
と
だ
け
で
も
容
易
で
な
い

も
の
が
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
が

幸
い
に
し
て
本
市
の
場
合
市
勢

の
伸
展
と
と
も
に
市
税
を
主
体

と
す
る
自
己
財
源
も
徐
右
に
増

加
し
財
政
力
は
年
を
強
化
さ
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
の
で
健
全
積
極

財
政
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。

健
全
財
政
と
申
し
ま
し
て
も

単
に
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
の
桑
に

と
ら
わ
れ
て
行
政
内
容
が
乏
し

い
も
の
と
な
っ
て
は
市
の
発
展

に
な
り
ま
せ
ん
の
で
効
率
的
財

Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
Ｉ

一

’
般
会
計
決
算
表

吟
(1)議会費
(2)役所費
(3)消防費
(4)土木費
(5)教育費

(61%会豊労農
(7)保健衛生費
(8)産業経済費
(9)財産費

６
８

９
９

政
運
営
に
意
を
用
い
て
ま
い
っ

た
の
で
あ
り
ま
す
。

即
ち
人
件
費
、
物
件
費
な
ど

経
常
的
経
費
は
必
要
最
少
限
に

節
約
し
市
の
発
展
に
即
応
し
た

近
代
都
市
建
設
の
た
め
の
経
費

を
大
い
に
増
や
し
行
政
水
準
の

向
上
を
図
っ
て
ま
い
っ
た
の
で

あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
御
報
告
申
上
げ
ま
し

た
昭
和
三
十
三
年
度
決
算
の
状

況
に
つ
い
て
見
ま
し
て
も
投
資

的
事
業
費
は
八
千
六
百
二
十
四

万
円
と
才
出
決
算
総
額
に
占
め

る
比
率
は
三
九
、
四
％
と
な
っ

て
お
り
ま
す
一
方
消
費
的
経
費

も
相
当
増
加
し
て
お
り
ま
す
が

社
会
及
び
労
仇
施
設
費
が
主
た

る
費
用
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
才
入
に
つ
き
ま
し
て
は
国

庫
支
出
金
財
産
収
入
税
収
等
が

主
た
る
も
の
で
あ
り
ま
し
て
比

⑩統計調査費 ,6";:（､)選挙費 ↑鰻瀬 ↑｡34796
（12)公債費 5952971

出M辮曾 “鯛”恩'§砿｜
才出合計 232854308 2!8370130

決
算
表

特
別
会
計

特別 鎮
唾
釦

会 計 予算額

’画事業|手‘
０
０

５
５

４
４

３
３

２
２

８
８

１
１都市計

較
的
伸
び
脳
み
を
生
じ
ま
し
た

が
健
全
財
政
を
保
持
し
つ
つ
最

大
限
の
財
政
効
果
を
実
現
す
る

事
が
で
き
た
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
効
率
的
財
政
運
営

を
堅
持
で
き
ま
し
た
こ
と
は
ひ

と
え
に
市
民
各
位
の
御
協
力
の

賜
と
深
く
感
謝
申
上
げ
ま
す
と

共
に
今
後
共
発
展
す
る
わ
が
高

萩
市
の
住
み
よ
い
街
づ
く
り
と

市
民
福
祉
の
増
進
に
最
善
の
力

を
尽
し
て
行
き
た
い
と
思
う
の

で
あ
り
ま
す
。

主
た
る
事
業
は
次
の
と
お
り

で
あ
り
ま
す
。

一
、
市
庁
舎
の
建
設

二
、
市
営
住
宅
の
建
設

三
、
東
小
学
校
の
建
設

四
、
関
根
橋
架
設

五
、
都
市
計
画
事
業

六
、
失
対
事
業

七
、
耕
地
事
業
並
に
新
農
村
振

興
建
設
事
業
（
総
務
課
）

年度別決算状況

3込主世竺差’年度別｜ 才入額 ｜ 才 出 額

1252694711+ 4.915320
149288403十2810．492

202814．542十 254‘498

218.379.130,+ 303.563

昭和3o年

31年

32年

33年

130－1847911
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四
年
間
の
市
政
の
動
き

◎
歳
末
た
す
け
あ

い
運
動

み
な
さ
ま
の
温
い
思
い
や
り

の
心
と
、
世
話
人
、
連
絡
員
、

民
生
委
員
、
婦
人
会
、
未
亡
人

会
等
市
内
各
協
力
団
体
の
多
大

な
ご
尽
力
に
よ
り
行
な
わ
れ
ま

し
た
歳
末
助
け
あ
い
運
動
の
結

果
は寄

附
金

一
九
五
、
一
一
五
円
（
配

分
後
の
寄

附
金
三

た
四
、
四
九

澄
Ｉ
』
五
円
を
含

む
）
で

酌
吋
雛
灘
り

が
ざ
の
寄
附
金

側
ソ
一
』
一
一
壷
壼
師

あ
戦
②
高
萩
文
化

調
刀
鯏
ク
ラ
ブ
よ

協
欺
り
一
、
七
五

》
」
○
円

③
田
所
半
之

介
氏
よ
り
一
、
○
○
○
円

③
寄
附
さ
れ
た
白
米
（
一
石

四
斗
一
升
）
売
却
代
金

一
四
、
七
六
九
円

⑤
前
年
の
繰
越
金

二
四
、
二
四
一
円

で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
配
分
に
つ
き
ま
し
て
は

十
二
月
十
九
日
配
分
審
議
会
を

開
き
市
内
の
被
保
護
世
帯
に

二
六
、
二
○
○
円

要
保
護
世
帯
に

一
三
、
八
○
○
円

病
院
診
療
所
入
院
者
に

一
二
、
五
○
○
円

養
老
院
入
園
者
に六

、
○
○
○
円

高
萩
臨
海
学
園
に六

、
一
五
○
円

反
部
後
保
護
農
場
に

七
五
○
円

と
そ
れ
ぞ
れ
配
分
し
ま
し
た
。

な
お
配
分
後
の
寄
附
金
三

四
、
四
九
五
円
は
翌
年
に
繰
越

し
ま
し
た
。

◎
伊
勢
溝
台
風
義

損
金
品
募
集

お
気
の
毒
な
方
友
に
た
い
し

ぶ
な
さ
ま
方
の
心
か
ら
な
る
同

情
の
金
品
が
次
の
よ
う
に
集
り

ま
し
た
の
で
一
日
も
早
く
再
起

さ
れ
ん
こ
と
を
祈
っ
て
義
損
金

に
つ
い
て
は
日
赤
茨
城
支
部
へ

義
損
金
品
に
つ
い
て
は
愛
知
県

知
事
に
そ
れ
ぞ
れ
送
付
し
ま
し

た
。一

、
義
損
金一

八
二
、
二
五
四
円

一
、
義
損
品

衣
類
八
五
○
点

米
麦
加
工
品
三
五
Ｋ

そ
の
他
鉛
筆
ノ
ー
ト
等

◎
赤
い
羽
根
募
金

全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
し
た

共
同
募
金
運
動
に
つ
き
ま
し
て

は
承
な
さ
ま
の
絶
大
な
ご
協
力

に
よ
っ
て
次
の
よ
う
な
成
績
で

し
た
心
か
ら
感
謝
申
上
げ
ま
す

目
標
額
四
五
七
、
○
○
○
円

実
績
額
三
六
九
、
七
八
○
円

（
八
○
、
九
％
）

戸
別
募
金
二
三
四
、
九
三
○

大
口
募
金
八
八
、
八
○
○

街
頭
募
金
二
六
、
六
六
六

学
校
募
金
一
九
、
三
八
四
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詐
欺
や
窃
溢
の
加
害
者
を

訴
え
た
が

裁
判
に
か
け
ら
れ
な
か
っ
た

ど
う
し
た
ら
よ
い
だ
ろ
う

か
？

あ
な
た
が

詐
欺
！
窃
溢
１
繁
行
！

脅
迫
！

な
ど
い
ろ
い
ろ
の
犯
罪
に
よ
っ

て
被
害
を
受
け
た
の
で
犯
人
が

捕
え
ら
れ
、
警
察
の
取
調
べ
を

経
て
検
察
庁
に
送
ら
れ
た
が
、

ど
う
い
う
わ
け
か
裁
判
に
か
け

ら
れ
な
か
っ
た
。
不
満
で
堪
ま

ら
な
い
と
い
う
場
合
・
か
あ
り
ま

し
ょ
う
。

そ
の
と
き
一
体
あ
な
た
は
ど
う

な
さ
い
、
ま
す
か
。

＠
こ
う
い
う
場
合
に
あ
な
た
が

泣
寝
入
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
の
は
昔
の
こ
と
で
す
。

今
は
、
裁
判
所
の
な
か
に
あ
る

「
検
察
審
査
会
」
に
申
出
て
下

「
検
察
審
査
会
」

１
１
“

、暦･灰

ご
存
じ
て
す
か

検
察
審
査
会

鰹遊里重重
本月の納税は

I

固定資産税才4期です

2月29日戎でにお納め下

さい。下記の地区へは係

員が出張いたしますから

御利用下さい。

旧上君田出張所

2月29日鰯{舗装
下手綱公民舘

2月29日轍'繋製

さ
い
。
検
察
審
査
会
は
こ
の
よ

う
な
犯
罪
の
被
害
者
や
警
察
又

は
検
察
庁
に
訴
え
で
た
人
の
申

出
に
基
づ
い
て
、
或
は
審
査
会

が
自
ら
進
ん
で
検
察
庁
で
裁
判

に
か
け
な
か
っ
た
（
不
起
訴
処

分
と
い
入
ま
す
）
事
件
の
真
相

を
十
分
に
調
査
し
た
上
、
そ
の

起
訴
し
な
か
っ
た
こ
と
が
よ
い

か
ど
う
か
を
判
断
し
、
場
合
に

よ
っ
て
は
事
件
を
裁
判
に
か
け

る
よ
う
検
察
官
の
監
督
者
で
あ

る
検
事
正
に
意
見
を
の
べ
ま
す

検
事
正
は
も
う
一
度
そ
の
事
件

を
調
べ
て
か
ら
審
査
会
の
意
見

を
尤
も
だ
と
考
え
れ
ば
犯
人
を

裁
判
に
か
け
る
と
に
な
り
ま
す

今
ま
で
こ
の
よ
う
に
検
察
審

査
会
の
意
見
に
基
づ
い
て
起
訴

さ
れ
、
刑
罰
を
受
け
た
事
件
が

全
国
で
一
八
○
件
に
も
の
ぼ
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
検
察
審
査
会
は

Ｊ
１
ｆ
ｌ
ｌ
‐
Ｉ
Ｊ
Ｅ
ｊ
４
負
ｌ
Ⅱ
Ｉ

い
わ
ば
検
察
官
に
対
し
て
お
目

付
役
の
仕
事
を
す
る
と
こ
ろ
で

す
。

＠
高
萩
市
は
水
戸
検
察
審
査
会

の
管
轄
に
入
っ
て
お
り
ま
す
。

審
査
会
に
は
十
一
人
の
検
察
審

査
員
が
お
り
、
審
査
員
は
男
女

を
間
わ
ず
基
本
選
挙
人
名
簿
に

登
載
さ
れ
て
い
る
あ
な
た
方
の

中
か
ら
、
毎
年
「
く
じ
」
で
選

ば
れ
、
そ
の
任
期
は
六
ヶ
月
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
検
察

審
査
員
が
仕
事
を
す
る
に
は
誰

の
さ
し
づ
も
受
け
ず
、
全
く
独

立
し
て
行
い
ま
す
が
、
検
察
審

高
萩
地
区
の
精
神
衛
生
巡
回

相
談
が
あ
り
ま
す
か
ら
相
談
御

希
望
の
方
は
高
萩
保
健
所
へ
時

間
ま
で
に
直
接
で
も
結
構
で
す

か
ら
御
出
掛
け
下
さ
い
診
察
や

相
談
は
全
部
無
料
で
す
。

必
要
な
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
関
係

機
関
病
院
等
に
御
紹
介
し
ま
す

記

一
、
日
時
昭
和
三
十
五
年
三

月
十
八
日
午
前
十
一
時
か

ら
午
後
三
時
ま
で

二
、
場
所
高
萩
市
肥
前
町
高

萩
保
健
所

三
、
診
察
相
談
医
県
精
神
衛

生
相
談
所
長
伊
藤
圭
一
先

お

知
◎
精
紳
衛
生
巡
回

相
談

、

せう

査
員
は
特
別
法
律
の
知
識
な
ど

は
必
要
で
あ
り
ま
せ
ん
。
た
Ｎ

普
通
の
常
識
が
あ
れ
ば
十
分
で

こ
の
常
識
を
生
か
し
て
検
察
庁

の
仕
事
を
国
民
の
納
得
の
ゆ
く

よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
が

こ
の
制
度
の
目
的
な
の
で
す
。

高
萩
市
で
、
今
ま
で
に
検
察
審

査
員
に
選
ば
れ
、
六
ヶ
月
の
転

責
を
完
う
し
た
人
女
が
十
一
人

に
及
ん
で
い
ま
す
。
若
し
あ
な

た
が
検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た

と
き
は
こ
の
制
度
の
重
要
さ
を

認
識
し
、
進
ん
で
職
務
に
当
っ

て
下
さ
い
。

◎
肢
体
不
自
由
兒
の

巡
回
療
育
指
導

肢
体
不
自
由
児
（
零
才
－
満

十
八
才
ま
で
）
の
巡
回
療
育
指

導
が
左
記
日
程
に
よ
り
行
わ
れ

生

四
、
相
談
内
容

①
神
経
衰
弱
、
ノ
イ
ロ
ー
ゼ

頭
痛
、
眠
れ
な
い
人

②
酒
飲
恐
、
ヒ
ロ
ポ
ン
中
毒

麻
薬
中
毒

③
既
に
精
神
病
院
に
入
っ
て

お
ら
れ
る
方
の
費
用
の
相

談
、
退
院
後
の
指
導
就
唯

結
婚
し
て
い
上
か
ど
う
か

の
判
定

側
優
生
結
婚
遺
伝
の
こ
と

⑤
又
次
の
様
な
子
供
さ
ん
の

相
談
も
し
ま
す
。

勉
強
の
よ
く
出
来
な
い
児
、

寝
小
破
、
ひ
き
つ
け
、
て
ん
か

ん
、
性
格
の
変
っ
た
子
供
、
不

良
児
そ
の
他
育
児
し
つ
け
の
指

導
方
法
一
般

’

ま
す
の
で
該
当
者
は
出
席
さ
れ

る
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

尚
、
育
成
医
療
に
該
当
す
る

も
の
は
当
日
意
見
書
を
交
付

さ
れ
ま
す
か
ら
印
鑑
を
御
持

参
下
さ
い
。

記

一
、
日
時
二
月
十
九
日
（
木
）

午
前
十
時
よ
り
午
後
三
時

ま
で

二
、
場
所
高
萩
保
健
所

三
、
指
導
相
談
料
無
料

四
、
医
師
水
戸
赤
十
字
病
院

轄
形
外
科
医
長
植
村
孝
秀

◎
講
話
左
話
合
の
會

市
教
育
委
員
会
は
、
高
萩
保

健
所
、
高
萩
地
方
農
業
改
良
普

及
所
と
と
も
に

二
月
十
九
日
よ
り

二
月
二
十
九
日
ま
で

市
内
の
公
民
舘
を
巡
回
し
、
新

生
活
推
進
運
動
の
一
環
と
し
て

料
理
講
習
と
、
家
族
計
画
構
成

◎
文
化
協
會
の
誕
生

こ
れ
ま
で
個
々
に
独
自
の
文
化

活
動
を
行
っ
て
き
た
市
内
の
約

二
十
文
化
団
体
が
一
堂
に
会
し

横
の
連
け
い
と
親
睦
融
和
を
図

る
た
め
、
市
に
文
化
協
会
を
作

る
事
に
決
定
し
二
月
三
日
そ
の

結
成
会
を
行
い
次
の
よ
う
に
役

員
が
決
り
ま
し
た
。

会
長
大
高
新
一
郎

副
会
長
石
井
か
つ

常
任
理
事
随
渡
文
子

全
斎
滕
信
彦

全
大
和
田
き
ぐ

全
高
概
美
術
ク
ラ

ブ
代
表

全
高
萩
市
連
合
青

年
会
代
表

全
高
萩
市
婦
人
団

体
連
絡
協
議
会

代
表

理
事
各
種
団
体
代
表

若
干
名

会
計
監
査
沼
田
至
之

樋
渡
喜
一

会
計
二
名
未
定

つ
に
い
て
講
話
と
話
し
合
い
の

会
を
行
い
ま
す
。
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